
令和 ６年 ３月 ２５日 

 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名称…らぶらぶデイサービス（らぶらぶデイサービスセンター、第 2らぶらぶデ

イサービスの 2事業所合同） 

サービス種類…地域密着型通所介護 

会議開催日…令和６年３月２５日 

開催場所…介護デイサービスらぶらぶ 

出席者 

事業所 ４人 利用者 ０人 

利用者家族 ２人 地域代表者 １人 

知見を有する者  ０人 包括支援センター １人 

 

議事 

１、 園長より 

 ・地域の皆様に楽しんで頂けるようにと２０年近く経った。今後もスタッフ一同頑張

っていきたい。 

  現在行っていることに対して意見を頂いてよりよりサービスを行っていきたい。 

 

２、活動状況報告 

① 資料を基に、活動報告を行う。 

② 資料を基に、ヒヤリハット・事故報告を行う。 

 

 

３、意見交換 

（包括）ヒヤリハットについては他スタッフにどの様なかたちで周知しているのか。 

    朝から眠気のある利用者に対してはどうしてるのか？ 

    無理をしてリハビリを行うよりも、対応を変えないといけないのではないか？ 

    送迎については暗くなったり、大変だと思うが皆で気を付けるしかない。 

 上記の内容については、ヒヤリハットではミーティングやサインをすることで 

 スタッフ全員に周知するようにしている。 

 眠気のある利用者様については今までの生活歴もあるが、迎え時の際に話を伺い 

 対応している。 

（家族）家内もお世話になっているが、今、丁度３年が経っている。サービスのおかげ

で身体状況も安定しており、感謝している。 

    とても大変な仕事をやっておられる。 

 

    母が利用させてもらっているが父と通って７～８年お世話になっている。 

    季節の行事を考えられたり楽しんで利用させてもらっている。 



 

   車については、駐車場を空けているが状況により道路に停められる方もあるので 

   駐車場に止めてほしいと思います。 

資料２については介護保険改定に関する改定事項についての説明を行う。 

（家族）豪雪だけではなく、台風や大雨もあり、行政が判断しないといけないのでは 

    ないか。 

（地域）以前、同日になりデイサービスを休むと言われた。 

    仕事をしていると急に言われると困る。営業中止の判断はあるのか。 

（事業所）判断は難しいが、緊急連絡網を使用しながら、出来るだけ早く連絡をしない

といけない方を最優先している。 

    前日に判断する事は難しく、同日の判断になることが多い。 

    早帰りの際は迎えの時点で早めの送りになるかもしれないと伝えている。 

     

・現在 コロナ後の利用率は落ちている。事業所サービスの種類、大きい事業所は運営

をしやすくなっているが、小さい事業所では今後継続できるのか不安がある。 

４、その他 

 ・他のデイサービスも利用しているが、らぶらぶさんは企画力があり本人も 

  楽しんで通っている。今入院中であるが身体状況が悪くなっても重度の方の 

  受け入れもあると聞き安心した。 

 

  行事等、機関紙が最近地域で回っていないので、何をしているのか知る為にも 

  通信を頂きたい。 

 

 

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価を受けることができたか。  〇 

□要望・助言等受ける機会を設けたか。  〇 

 


